
【教室からの配布物】

【レッスンスタートまでに
やっておいていただきたいこと】

本日はお忙しい中、オリエンテーションへのご参加いただきありがとうござい

ました。今後の流れにつきまして、以下のとおりになります。

ご確認のほどよろしくお願いいたします。

ご準備につきましては、少しずつご無理のない範囲でお願いいたします。

ご不明な点がありましたら、お気軽にご連絡ください。

① スタートアップガイド

② アカデミアJr. テキスト（郵送）/ デジタル教材URL（生徒固有）

③ ラズプラスID・パスワード

④ 語数リストURL（Googleスプレッドシート）

⑤ 語数記録シートURL（Googleスプレッドシート）

⑥ メンバーサイトURL（ラズ絵本解説ダウンロード）

⑦ スクパス初回登録情報

① アカデミアJr. デジタル教材へのアクセス

② ラズプラスアプリダウンロード（スタートアップガイド参照）

③ ラズプラスログイン

④ Placement Tool 実施（多読経験者のみ・実施の有無は個別連絡）

⑤ ラズプラスアプリツアー（レベルaa〜Aの本をのぞいてみよう）

⑥ スクパスアカウント登録（保護者さま４名まで可能）

ご入会者さまへ
2024年２月

はれるやイングリッシュ代表・牧　ヤスヨ



① ラズプラスご利用開始手順

② 読書の進め方

③ 読書記録のつけ方

④ 宿題について

⑤ Tadokuルームの利用方法

⑥ 朝たどルームの利用方法

⑦ 心がけておきたいこと

「オンライン多読レッスン」
スタートアップガイド（小中学生）

【ラズプラスとは？】

2024年２月現在

海外の幼稚園や小学校で副教材とし

て使われているオンライン図書

aaからZ2までの29レベル、約2,600
冊の本がある。一番上のZ2はアメリ
カの小学５年生、日本では英検準１
級以上に相当。全部読破すると200
万語の読書に！

読書やクイズでもらえるスターポイ
ントを集めると、アバターや宇宙船
のカスタマイズができる♪

絵本のプリントもあって、先生から
配られることもある

音読モード、黙読モード、ゲームも
ある。音読録音モードもある

貯めたスターポイントで水や食料の
Donation（寄付）ができるなど社会
貢献もできる！
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（音読録音はデバイスの機種によって不具合あり）



① アプリのダウンロード

【Google Play】

https://play.google.com/store/apps/details?

id=com.learninga_z.onyourown&hl=ja&gl=US

 

【Apple Store】

https://apps.apple.com/jp/app/kids-a-z/id474207297

【PC / Macの場合】

ブラウザから下記URLへアクセス→右上【KIDS LOGIN】をクリック

https://www.raz-kids.com

③ 自分の名前のアイコンをタップし、
パスワードを入力（パスワードは管理者だけが
変更できる仕様です）。

② ダウンロードが完了したら、
先生を選びます。

① ラズプラスご利用開始手順
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https://play.google.com/store/apps/details?id=com.learninga_z.onyourown&hl=ja&gl=US
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.learninga_z.onyourown&hl=ja&gl=US
https://apps.apple.com/jp/app/kids-a-z/id474207297
https://www.raz-kids.com/


① ラズプラスご利用開始手順・つづき

② 読書の進め方

⑤ 先生から指定された本（課題絵本）
は【My Assignment】にあります。

④ 絵本の部屋です。
【Leveled Books】から入ってください。
フィクション、ノンフィクションの他、
スポーツ、動物、友情、人気の本など
さまざまなジャンルから選ぶことも
できます。

① 読み上げモード（ヘッドホンマーク）で聞こえた通りにまねをします。

② 黙読モード（本マーク）でどんなお話か考えます。

③ 黙読モード（本マーク）で音読をします。

④ レベルAからはクイズもあります。わかるものだけでよいのでやってみま

しょう（多読初級クラス〜）。個別チェックや朝たどでも一緒にできます。

⑤ 貯まったスターポイントで、アバターのカスタマイズができます♪

※ ①と②の順番は入れ替えてもかまいません。

（まねのタイミングは２通り。① ハイライト（緑色）を追いかけながら聞こえた通りに真似をする。
② 文またはページごとに音を止めて真似をする。のどちらかやりやすい方で構いません。
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② 語数は黙読をした時（意味を考えながら読んだ時）のものを加えてください。

２回読んだら２回分足してください。

③ 読書記録のつけ方

① 絵本の裏表紙に語数【Word Count】がついている本と、ついていない本が

あります。そこでこちらで語数リスト（Googleスプレッドシート）をご用意し

ています。シートはブラウザまたはアプリをダウンロードしてご利用ください。

③ おうちの方（小学生）に以下の表に読書語数と冊数を入力していただきます。

こちらでも適宜チェックし、コメントを入れるようにしています。

（一覧表を利用できるのは受講生さんのみです。
　　　　第三者への譲渡はできません）　　　　
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語数リスト、語数記録共に
Googleスプレッドシートを
利用しています。

ブラウザまたはアプリを
ダウンロードしてご利用ください。

貯まった読書語数に応じて
ごぼうびがあります♪



④-1 宿題について（アカデミアJr.）

④-2 宿題について（ラズプラス多読）

① ストーリーのリピート１回 

② ストーリーのチャンツ１回　

③ ボキャブラリーの練習を１回

④ 音読１回（うち週１回は録音を送信）

⑤ ストーリーを１週間に１回書写　※プレ多読２クラス〜

① できるだけ毎日絵本を読みましょう

レベルaaは単語のみの絵本です。みてわかるものの名前（名詞）は日本語変換せ

ず、英単語とイラストを直結させてください。単語を表している「絵」を指差し

確認させてあげる（Point to the picture ♪）とよいです。

レベルAから様々なパターンの文（５文型）が出てきます。アカデミアJr.での学

習を通してだんだんわかるようになっていくので、ご家庭では理解度はあまり気

にせず、興味の赴くままに読ませてあげてください。お子様の英語経験によりま

すが、大概 各レベル２〜３周しながらレベルを上げていきます。読書ペースやリ

ーディングレベルについてはいつでもご相談ください。

② 慣れてきたら１日３〜５冊ずつ読みましょう

リーディングレベルが上がると、１冊あたりの語数が増えてくるので目標冊数は

変わります。いずれにしましても、お子様のペースで無理のない範囲で進めてく

ださい。アカデミアJr.の宿題と併せて最初は20分が目安です。

習慣化に成功しているお子さんは「登校前に読む、学校の宿題の前に読む、夕食

前に読む」など、他の事柄とセットで取り組んでいます。

③ クイズは多読初級クラス以上、5W1Hになれてきてからを目安にスタートしま

す。また全ての本について行う必要はなく、例えば３冊に１冊程度でOKです。
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⑤ Tadokuルームの利用方法（多読初級クラス・小３〜）

⑥ 朝たどルームの利用方法（学年不問）

① 月４回開催しています。担当者（バイリンガル大学生）の都合で日程（時間

は同じ）、ズームリンクが毎月変わりますので、月初めに予定を一斉配信してい

ます。予約不要、30分間の開催の間、出入り自由です（参加ルールは変わる場

合があります）。

② 黙読するもよし、音読チェック、理解度チェックを受けることもできます。

その日の気分や状態で、ご利用の仕方を決めてください。

① 毎週水曜（月４回まで）の6:40〜7:10オープンです。ズームリンクはレッスン

と同じです。５〜10分程度の参加で十分です。

② 絵本をいっしょに音読、わからない単語や文の質問、また多読に限らず、英語に

関することであれば、宿題プリントや英検テキストの質問等なんでも構いません。

よく参加するお子さんは多読に慣れていくのが早いです。

「小さな疑問をマメに解消していく」その積み重ねが英文理解度の大きな差になっ

て現れてくるからです。

参加すると生活のリズムも整って、小さな達成感も味わいながら

一日のスタートをきることができますね☆
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【ラズ多読の注意点】

ご家庭では逐一日本語変換させないでください（お子様が知りたがった時だけ、教

えてあげてください）。絵本について尋ねる際は「どんなお話しだった？」「だれ

が、何をしたの？」という具合に、おうちの方が興味を持っていることを示す機会

にしてください。英文の理解度については、レッスン、個別チェック、朝たど等、

お子様と話せる機会にこちらで把握し、指導やアドバイスをしていきます。



⑦ 心がけておきたいこと

　英語を身につけるには、毎日10分ずつからでよいので、触れ続けること、英

語の貯金をすることが大切です。

　多読をコツコツ続けていくと、読む、聞く、書く、話す、全てのことができる

ようになっていきます。1万語、3万語、5万語、10万語、30万語、100万語と

読書語数が増えていくにつれて、成長が感じられるようになります。

　30万語を超えてくると「英語のまま理解できるようになってきたかもしれな

い（英語脳）」という体感が生まれてくる人が多い、というデータがあります

（個人差はあります）。

　最初は「30万語」と聞くと気が遠くなるかもしれませんが、読み進めるうち

に読む速さも、理解度もあがってきます。ですので、その日がくるのは思ったよ

り早いかもしれません。

　疑問に感じたこと、困ったことがあったらなんでも聞いてください。そして時

にはTadokuルームに参加するなどして、仲間の読書の様子からも刺激をうけな

がら、コツコツ続けていきましょう。

ご不明な点がありましたら

お気軽にメッセージください

なんでもどーぞ
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